
様式１ 

岩手県立山田高等学校 三つの方針（スクール・ポリシー） 
(R5.5.15版) 

 

１ 学校教育目標 

 

 

 

 

２ 三つの方針（スクール・ポリシー） 

 スクール・ポリシー 

グ
ラ
デ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー 

・他者を思いやり、自他の生命や権利を大切にする豊かな心を育成します。 

・学びの修得に向かってこつこつとした努力を惜しまない心を育成します。 

・自ら考え、表現し、適切な判断に基づいて主体的に行動できる力を育成します。 

・特別活動や他校との交流活動等を通じて多様性に触れ、他者と協働できる力を育

成します。 

・地域社会の一員として、課題解決に貢献できる実践力を育成します。 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー 

・小規模を強みとして一人ひとりの夢や進路希望に寄り添う個別対応の学びを進め

ます。 

・基礎学力の向上と定着を図るため、学び直しの充実を図ります。 

・『総合的な探究の時間』は地域との連携を生かした「ふるさと探究」に取り組みま

す。 

・「ほんもの」に出会い「ほんもの」を体感できるキャリア教育を推進します。 

・自らの在り方について考えるため、県内外の他校生との交流活動等の機会を提供

します。 

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー 

・本校が第一志望であり、スクール・ポリシーに共感できる生徒。 

・挨拶ができ、思いやりの心を持って行動できる生徒 

・中学校での学習活動や特別活動等にしっかり取り組んでいる生徒 

・入学後、自分の進路や目標に向けて、日々努力できる生徒 

・故郷や社会に貢献しようとする意欲を持った生徒 

 

※グラデュエーション・ポリシー＝どのような生徒を育てるか  カリキュラム・ポリシー＝どのような学び

を行うか  アドミッション・ポリシー＝どのような生徒に入学してほしいか 

「身体を鍛え 勉学に励み 真理を究め 叡智を磨き 豊かな心を養え」を校訓とし、

知・徳・体の調和を図り、誠実、自主、創造の気概に満ちた生徒の育成を目指す。 



３ 連携先（魅力化協働パートナーの分類に○を付ける。複数可。） 

 魅力化協働パートナー（団体名・個人名） 
地域 
＊１ 

大学 
＊２ 

産業 
＊３ 

その他 

学校運営 

協議会委

員＊４ 

1 山田高校を支える会 ○    ○ 

2 ＰＴＡ    ○ ○ 

3 同窓会    ○ ○ 

4 山田町・教育委員会学校教育課 ○    ○ 

5 山田町・教育委員会生涯学習課 ○    ○ 

6 山田町・政策企画課 ○    ○ 

7 山田町・健康子ども課 ○    ○ 

8 山田町商工会 ○  ○  ○ 

9 山田町社会福祉協議会 ○    ○ 

10 山田町体育協会 ○    ○ 

11       

12       

13       

14       

15       

  ＊１ 地域の行政機関、事業者、地域活性化に取り組む機関・団体及び個人 

  ＊２ 大学等、国の機関又は国際機関、国際的な活動に取り組む機関・団体及び個人 

  ＊３ 企業、産業技術研究機関、産業振興に取り組む機関・団体及び個人 

＊４ 学校運営協議会委員に委嘱されている場合に〇をつける。 

 

４ 特色ある教育課程（探究） 

具体的な 

内 容 

・現在及び将来の山田町が抱える課題や地域の魅力に着目し、地域課題の解

決に向けて、地域との連携・協働や地域資源の活用等により、実践的・探究的

な学びを推進します。 

・「ふるさと探究」は年次ごとに次のテーマを取り扱う。 

１年次「碑(いしぶみ)の記憶」、２年次「現代(いま)を拓く」、３年次「明日への提言」 

・２、３年次では進路希望に応じて、学校独自の科目「作文基礎」、「数学探

究」、「科学探究」、「スポーツ講究」を選択することができます。 

 

５ 選択的導入の検討状況 

 

 

 

 

遠隔教育を令和４年度に導入済み。 

 

 

 

 

 

 

 


